
 ６●言語　擬態語、擬音語（★★★）
質問 :「右上の絵では、お友達が太鼓をトントン叩いていますね。
ほかの絵では、何がどんな音をたてていたり、誰がどんな様子
ですか。声に出して言ってください」

　擬音語、擬態語の問題。
　ものごとの様子の表し方には決まったものがたくさんあります。日頃の
読み聞かせや会話の中から子どもは学び取っています。端的に言えば、家
庭での言葉の豊富さが問われる問題と言えます。
 「しくしく泣く」「わんわん泣く」「雨がしとしと降る」「雨がザーザー降る」
の違いは、小学生低学年レベルで高度です。しかし、子ども向けの本でも
これらの表現はよく出てきますので、言葉の豊富な家庭環境にあれば、自
然と知っているものです。　
　この手の問題は、詰め込み式のペーパー対策でできないことはありませ
んが、表現の持つ背景が頭の中で広がっているかどうかが重要であり、そ
れは詰め込み式では得られないと思います。そういう意味では、詰め込み
式で訓練された子どもには難しいかもしれませんが、言葉の豊富な家庭で
育った子どもには簡単な問題であり、良質な問題だと思います。
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60.言語　擬態語、擬音語

◆ 正解力 ワンポイント
読み聞かせや会話で言葉の表現を豊富にする。
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19●推理　四方観察（★★）
質問 :「矢印のほうから見ると、どのように見えま
すか。正しいと思うものに○をつけましょう」

　身の回りの物の見え方を推理する問題。
　物は見る方向によって見え方が違う、ということを認識していることが
前提となります。意外と人間は固定観念で物を見ているところがあり、意
外な視点で物を眺めてみると、はっとさせられることがあります。子ども
と一緒に見え方遊びをしてみましょう。
　中華料理店にあるような回転テーブルがあれば便利だなと私はいつも思
ってしまいます。あれの上に物を置いて回せば、少なくとも横からのさま
ざまな見え方が展開されますね。実際の試験では、上下左右からの見え方
が聞かれますので、回転テーブルでくるくる回しているだけでは、視点を
定めるという点からは意味がないとわかってはいるのですが、いつも魅力
を感じてしまいます。
　さて、例題にあるようなマグカップのもち手ややかんの注ぎ口、積み木
の凸凹などは方向によって見えたり見えなかったりしますので、質問をよ
く見る（聞く）ことが重要です。見え方の違いがわかっていても問題を勘
違いしては元も子もありません。傘の開いたところは、経験から推測します。
このように必ずしもペーパー上のイラストだけで判断できない問題も出題
されるのは、どれだけ日常体験の深さを知りたいと学校が考えているから
です。
　いろいろなものを右から見たり左から見たり、「これは上から見るとどん
なふうに見えるんだろう？　予想してみようか」と親子でアイデアを出し
合ってから「確認！」と確かめる遊びが有効です。この遊びのポイントは、
事前に予想するところです。
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◆正解力 ワンポイント
実際に身の回りの物の上下左右による見え方の違いを確認する。
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20●推理　ブラックボックス１（★★)
質問 :「魔法の箱に入れると、変わって出てきます。
どんなふうに変わるか、正しいものに○をつけまし
ょう」

　数の変化の規則を見つける、いわゆるブラックボックスの問題。
　魔法の箱に入る前と後で、数がどのように変化するかを見出すには、数
についての理解がある程度高いことが求められます。たいていは２～４個
増える、または減る（足し算、引き算）が多いようです。通常は、このレ
ベルができれば大丈夫です。ただし、ブラックボックスの問題は、数の操
作の練習を積んでから挑戦しましょう。あまり早い時期にやらせても、「魔
法の箱」の概念自体で戸惑ってしまうかもしれません。
　多くの出題は加算、減算ですが、たまに、２倍、３倍（倍数）もあるよ
うです。この場合は、足し算でないことをはっきりさせるために複数の例
が示されています。例のように、みかんが２→４個、鉛筆が３→６本とい
う例が示されていれば、規則は２つ増えるでも３つ増えるでもなく、倍に
なるということになります。　
　かなり難しい部類に入りますので、子どもの独力でできなくてもよしと
しましょう。親が例題とともに、「これは、もとの数のぶんだけ増えちゃう
んだね。すごいわね」と解説する程度に留めておいてもよいのではないで
しょうか。
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◆正解力ワンポイント
数の操作の練習を十分に経てから取り組む。
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25●記憶　絵の記憶２（★★）
質問 :「（上の絵を 20秒見せてから隠す）いま見た
絵の中にあったものに○をつけてください」

　絵を記憶する問題。
　描かれていたものの記憶を問う単純な設問ですが、実は、観察力と集中
力も問われているのです。ぼーっと見ていれば記憶にはほとんど何も残り
ません。隅から隅までしっかり見て覚えようとする力を試されているので
す。
　対策としては練習あるのみ。単純な絵でしたら 15秒、複雑な絵なら 20
～ 30秒見せてから、「何があったか、思い出せるだけ言ってみて」という
練習が効果があります。見せる絵は何でも素材になります。カレンダーの
写真、絵本の１ページ、図鑑、スーパーのチラシ、雑貨カタログ、画集など、
さまざまな絵や写真を見て観察するクセをつけておくと良いでしょう。
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◆正解力 ワンポイント
家にある絵や写真で観察力、集中力、記憶力を高める練習をする。
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29●記憶　数・順番の記憶（★★）
質問 :「（上の絵を 30秒見せてから隠す）２番目に
たくさんのお花を持っていた子に○をつけましょ
う」
質問 :「一番前に並んでいた動物に○、前から３番
目に並んでいた動物に△をつけましょう」

　絵に描かれていた内容を一歩進んだ質問で問う問題。
　例題であれば、単にどんな子どもや動物がいましたか、という質問なら
簡単ですが、描かれていたもの（花）の数の比較、並んでいたもの（動物）
の順番を思い出すのは、細かく記憶していないとできません。
　花の数の質問で「一番たくさん持っていた子は？」という質問であれば、
絵の状態をうっすら覚えていて答えられることがありますが、「２番目にた
くさん持っていた子」となると、全員の持っていた花の本数を覚えていな
いとできませんから、難しいでしょう。
　動物の並び順も、「一番前」は簡単でも、「前から３番目」「後ろから２番
目」は難しいものです。
　日頃から記憶力と観察力、集中力を高める練習が必要です。トランプの
神経衰弱もいいですね。
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◆ 正解力 ワンポイント
絵の細かいところを正確に覚えるよう練習する。
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